
東 

14

　介護職員の人材不足が常態化するなか、現在、日本
では、経済活動の連携強化の観点から、EPA（経済連
携協定）に基づいた外国人介護福祉士候補者を受け入
れている。その数は増加傾向にあり、2015年度には累
積で2,000名を超えているという（厚生労働省ホーム
ページより）。実際に外国人を受け入れているながまち
荘では、確かな手応えを感じており、さらなる意義も
見いだしながら、日々まい進している。

 

　団塊の世代が75歳になり介護ニーズが増大すると

見込まれる2025年、厚生労働省は約38万人の介護職

員が不足すると推計している。また、安倍首相が

「一億総活躍社会」に向け新三本の矢の一つとして掲

げる介護離職ゼロ。その具体的手段は、施設数を増

やす事による入居待機者の解消であるが、当然、そ

の担い手としても多くの介護人材が必要とされてい

くであろう。

　それらの事から、介護職員の人材確保は国として

も最優先事項に思われるが、現実はどうであろうか。

人を募っても職員確保が難しいほどの慢性的な人手

不足、そして、職員の出入りが激しい事による定ま

らない介護サービスの質、そんな 閉塞感 漂う介護現
へいそくかん

場に魅力を見いだせない職員の離職。介護人材確保

については、あらゆる方策により、その量と質両面

の体制整備を講じていく必要があると危機感を募ら

せている。

ながまち荘が掲げる科学的介護とは 
　ながまち荘は、特別養護老人ホームという常時介

護を必要とし、在宅生活が困難になり「要介護認定」

を受けた高齢者が生活する施設である。　

　ながまち荘では、高齢になっても、人間がいつま

でも尊厳を守りながら自己決定、自己実現できる生

活への支援（「自立支援」）に努めており、具体的な

実施手段として「００７～ゼロゼロセブン～」とい

う目標を打ち立てている。オムツゼロ、 胃  瘻 ゼロ、
い ろう

求められる介護ニーズと
先の見えない人材不足 

骨折ゼロ、 褥 
じょく

 瘡 ゼロ、拘束ゼロ、下剤ゼロ、タバコ
そう

ゼロという７つのゼロにより自尊心を守る介護を行

い、安易な延命処置や不適切で不健康につながるよ

うな介護を行わない等、医療、福祉、栄養、リハビ

リ等の各専門職の高い専門性に裏付けされた、言わ

ば科学的根拠に基づいた介護を行っている。

　そしてこの事は入居者の生活の質を向上させるだ

けではなく、職員が高い専門スキルを習得する為の

人材育成にもつながっている。

外国人介護職員の活用 
　冒頭でも述べたが、介護人材不足が常態化してい

る中、これまでの方法でこの難局を乗り切ることは

容易ではない。そこでながまち荘では、外国の方の

マンパワー活用にかじを切る事にしたのである。た

だ、外国の方の活用といっても言葉や文化、風習の

違い等、世間ではまだまだ不安が多い。私は「案ず

るより産むがやすし」ではないが、まずは実践して

みようという事で、2010年に経済連携協定（以下、

EPA）による介護福祉士取得候補者としてインドネ

シアから女性２人を施設に受け入れた。

　当初、生活用品は何がいるか、必要なことを分か

りやすく伝えるにはどうしたら良いか等、職員が試

行錯誤しながら関わっていたのを覚えている。彼女

らは３年間施設に雇用されながら、結果として１名

は介護福祉士に合格する事ができた。現在は事情に

より２人とも帰国してしまったが、EPAという制度
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の中で選抜されて来日し、研修センターで日本語や

日本文化の学習を集中的に受けてきた能力は現場で

も十分に通用し、むしろそのスキルの高さは、正に

今求められる人材のレベルにあると確信している。

　現在もEPAによるインドネシア人男性２人を受

け入れており、来年度も同国から４人を受け入れる

予定である。また、外国の方の活用と活躍に向け、

EPAだけではなく、技能実習生、定住外国人、留学

生のそれぞれの立場を踏まえて、どのように介護業

界の現状と合わせていけるか、意見交換や検討の場

を設け、外国人介護職員受け入れの標準化への働き

かけも行っている。

介護の世界的拠点を目指して 
　ながまち荘では、EPAを通じて親交を持つように

なったインドネシアの学校へ職員を渡航させたり、

最近では連携強化の為に協定の手続きも進めている。

また、山形県内に住む外国人介護職員同士の交流会

を定期的に開催したり、アメリカ、中国、フィリピ

ン等からの視察も積極的に受け入れる等、国際的な

展開や交流の頻度が増えてきている。そして、そう

いったやり取りで見えてきた事は「日本の介護は質

が高い」という事である。世界では介護技術や介護

施設だけでなく、そもそも介護という概念が存在し

ない等、まだまだ介護というものが整備されていな

いところが少なくない。実際、EPAできている彼ら

も、日本で質の高い介護を学び、将来は自国に施設

を建てたいという夢を抱いている。介護人材不足か

らの外国人介護職員の受け入れであったが、国際的

に関わる事で、今や世界の介護事情や日本としてで

きる役割等、国際的な発信や貢献活動といった新た

な意義も見いだしている。

　ながまち荘を介護の世界的拠点とし、高品質な介

護のノウハウを国外で展開出来れば、介護が整備さ

れていない国でも認知症ケアを行えるようになる等、

日本も介護を世界に誇れる分野として示せ、双方の

利につながると強く感じている。そういった国際的

な仕組み作りに向け、そして日本が、「介護先進国」と

呼ばれる日を目指し、目下、ながまち荘は突き進ん

でいる。
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インドネシアから介護福祉士を目指して来ている２人。
仕事熱心で、日本語も上手、頼もしい存在である。

展開に向けて
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